
 
 

令和８年７月定例記者会見 

■日時：６月２９日（月） 午後１時３０分 

■場所：４階特別会議室 

 

〇会見項目 

《施策》 

１． 箱石地区におけるデマンドタクシー実証運行の開始 （政策推進課） 

２． 台湾鉄路姉妹鉄道協定締結 10周年記念事業 （政策推進課） 

３． 宮古市電気自動車等導入促進補助金の拡充 （エネルギー推進課） 

４． 住宅新築・リフォーム支援事業の制度拡充 （政策推進課） 

５． 官民連携モデリング事業を活用したインフラ管理課題への 

取組 
（建設課） 

６． 主要地方道宮古岩泉線 田の神地区における横断歩道安全 

対策の実施 
（建設課） 

 

《催事等》 

１． 海水浴場の開設・浄土ヶ浜海水浴場警察官警戒所開所式 （観光課） 

２． 岩手ビッグブルズがやってくる！(中心市街地活性化事業) （商業振興課） 

３． 県立水産科学館開館 40周年記念・第 39回磯の生物展 （水産課） 

４． 国立公園・海水浴場クリーン作戦 （観光課） 

５． 第 11回 道の駅たろう元祖サッパ市 （田老総合事務所） 

６． 第 30回企画展「黒森神楽～国指定 20周年記念展示～」 （スポーツ文化課） 

７． 護衛艦「むらさめ」・巡視船「きたかみ」の入港 （危機管理課） 

８． 浄土ヶ浜夜市 （観光課） 

９． 第 33回宮古港カッターレース （水産課） 

10． 黒森さんまで一緒に歩きませんか？ （観光課） 

11. SUP体験会 2026 in 浄土ヶ浜 （観光課） 

12. 第 58回宮古夏まつり （観光課） 

13. 第 11回閉伊川鮎釣り選手権 （新里総合事務所） 

14. 「海の日」記念式典の開催 （水産課） 

15. 夏の市民交流まつり （地域づくり推進課） 

16. 令和８年度宮古市認知症市民講座 （介護保険課） 

17. 「本州最東端・宮古の海」大仙市民招待事業 （交流推進課） 

18. 第 32回宮古港ボート天国 （水産課） 

19. 「大曲の花火」宮古市民招待事業 （交流推進課） 

20. 【7/1～募集開始】閉伊川川下り大会 2026 （新里総合事務所） 



 
 

〇会見内容  

 別紙資料のとおり。 

 

〇記者との質疑 

 

≪施策１．箱石地区におけるデマンドタクシー実証運行の開始≫ 

NHK 

デマンドタクシーの利用人数はどの程度か。実証運行後も継続する予定か。 

市長 

箱石地区住民３２名にデマンドタクシー利用の事前登録をいただいています。運行初日の７

月２日には数名の利用希望がありました。７〜９月の実証運行期間に利用状況を検証し、１０月

から本格運行へ移行する予定です。利用者の感想などを踏まえながら、運行内容を調整してい

きます。 

 

毎日新聞 

デマンドタクシー導入の経緯は。市内の他地域でも同様のサービスを実施しているのか。 

市長 

箱石地区では、２年ほど前から交通課題について地域と話し合いを続けてきました。当初は

共助型交通を検討しましたが、人口が少なく運転手の確保が難しいため、デマンド方式を採用

しました。田老・新里・川井地域において、最寄りのバス停まで距離がある住民向けにデマンド

タクシーを運行しています。 

 

岩手日報 

箱石地区以外の地域でも導入を検討しているのか。宮古病院を運行先に設定した理由は。 

市長 

市内には交通空白地が複数あり、現時点で具体的な導入予定はありませんが、地域と話し合

いを進めている状況です。宮古病院は県北バスの結節点であるため運行先に設定しており、一

の渡駅では三陸鉄道、宮古病院では県北バスに乗り継ぐことを想定しています。 

 

 

≪施策５．官民連携モデリング事業を活用したインフラ管理課題への取組≫ 

毎日新聞 

復建調査設計株式会社との協議内容や具体的な連携内容は。同社から人員の派遣があるの

か。 

市長 

包括連携協定に基づき、本市が抱える様々な課題の解決に向け、業務システムの再構築や作

業の効率化を進めます。また、職員が担っているパトロールや災害対応について、民間事業者

と役割分担し、体制の改善を図ります。人員派遣の予定はありません。 

 



 
 

≪施策６．主要地方道宮古岩泉線 田の神地区における横断歩道安全対策の実施≫ 

河北新報 

実施主体は県か、市か。東北で同様の対策を導入している事例はあるか。 

市長 

道路管理者は岩手県であり、県が施工します。東北の事例は未確認ですが、県内では初の取

り組みとなります。 

 

テレビ岩手 

路面標示を設置する理由は。施工日は決まっているのか。 

市長 

当該箇所は信号機がない交差点であり、商業施設の立地に伴い横断者が増え、人身事故が

複数発生していたため、市から県と警察へ安全対策を要望したものです。信号機の設置には時

間がかかるため、即効性のある路面標示が採用されました。施工日は県で調整中ですが、確定

次第改めてお知らせします。 

 

 

≪催事１．海水浴場の開設・浄土ヶ浜海水浴場警察官警戒所開所式≫ 

NHK 

海水浴場の開設日が例年より早い理由は。 

市長 

近年の猛暑による観光需要を踏まえ、例年より早い時期に開設することとしました。 

 

毎日新聞 

浄土ヶ浜の令和７年度の入込数が大きく伸びた理由は。７月前半を土日祝のみの開設とした

理由は。 

市長 

令和７年度に大きく伸びたというよりも、新型コロナウイルス感染症流行前の令和元年度の

水準まで戻りつつあるものと捉えております。また、今年度も昨年度以上の入込数を見込んで

います。夏休み前は平日の利用が少ないことから、需要に応じて土日祝のみの開設としていま

す。 

 

 

≪催事２．岩手ビッグブルズがやってくる！(中心市街地活性化事業)≫ 

河北新報 

本イベントは、駅前再整備事業に伴う社会実験の一環として実施するものか。 

市長 

ご認識のとおりです。本イベントを通じて、商店街の回遊性や賑わい創出の手法などについ

て検証したいと考えています。 

 

 



 
 

≪催事３．県立水産科学館開館４０周年記念・第３９回磯の生物展≫ 

NHK 

例年、オープニングセレモニーに小学生が参加しているが、今年の予定は。 

市長 

今年も鍬ヶ崎小学校３年生１２名がオープニングセレモニーに参加し、お手伝いいただく予定

となっています。 

 

 

≪その他１．宮古トラウトサーモンまつりについて≫ 

NHK 

６月２１日に開催された第３回宮古トラウトサーモンまつりで、トラウトサーモンの刺身や寿司

を販売する店が少なかった理由は。他産地のトラウトサーモンを提供している店舗があったよ

うだが、産地表示などの取り決めはできないのか。 

市長 

生食の提供には保健所の許可が必要であり、会場での調理行為ができないことから、出店す

る事業者が限られました。また、キッチンカーは個別に許可を取得しているため、市が一律に指

導することは難しい状況です。他産地のトラウトサーモンが提供されていたことについては、状

況を確認し、改善に向けた検討を行います。 

 

毎日新聞 

トラウトサーモンの産地間連携や広域ブランド化についての構想はあるか。 

市長 

トラウトサーモンは各自治体や生産者がそれぞれ独自のブランド名で販売しているため、一

つの名称に統一してＰＲすることは難しい状況です。 一方で、県において「岩手県の養殖サー

モン」として県全体でのブランド化を進めており、昨年度からその取り組みを本格化させてい

ます。市としても、県の取り組みと連携しながら、宮古トラウトサーモンの魅力発信に努めます。 

 

 

≪その他２．三陸鉄道株式会社株主総会について≫ 

毎日新聞 

三陸鉄道株主総会に出席して、市長が感じたことは。今後の沿線自治体との連携について、

どのように考えているか。 

市長 

本市では、選挙時の車両活用や高齢者乗車補助「お出かけ回数券」など、これまでも三陸鉄

道と連携した取り組みを進めてきました。先月、三陸鉄道社長と意見交換した際には、鉄道会

社と沿線自治体がそれぞれできることを積み重ねながら、一緒に取り組める内容を考えていこ

うと提案しました。三陸鉄道でも沿線自治体との連携強化を進めており、今後も協力しながら

利用促進につながる取り組みを進めていきたいと考えています。 



 

令和８年７月 

定例記者会見 
日 時  令和８年６月 29日（月) 午後１時 30分 

場 所  宮古市役所４階特別会議室 

《施策》 

No. 項目名 所管課 

１ 箱石地区におけるデマンドタクシー実証運行の開始 政策推進課 

２ 台湾鉄路姉妹鉄道協定締結 10周年記念事業 政策推進課 

３ 宮古市電気自動車等導入促進補助金の拡充 エネルギー推進課 

４ 住宅新築・リフォーム支援事業の制度拡充 都市整備課 

５ 官民連携モデリング事業を活用したインフラ管理課題への取組 建設課 

６ 主要地方道宮古岩泉線 田の神地区における横断歩道安全対策の実施 建設課 

《催事等》 

No. 項目名 開催日 所管課 

１ 海水浴場の開設・浄土ヶ浜海水浴場警察官警戒所開所式 7/4 観光課 

２ 岩手ビッグブルズがやってくる！(中心市街地活性化事業) 7/5 商業振興課 

３ 県立水産科学館開館 40周年記念・第 39回磯の生物展 7/10～8/16 水産課 

４ 国立公園・海水浴場クリーン作戦 7/11 観光課 

５ 第 11回 道の駅たろう元祖サッパ市 7/11 田老総合事務所 

６ 第 30回企画展「黒森神楽～国指定 20周年記念展示～」 7/11～12/6 スポーツ文化課 

７ 護衛艦「むらさめ」・巡視船「きたかみ」の入港 7/17～7/21 危機管理課 

８ 浄土ヶ浜夜市 7/18 観光課 

９ 第 33回宮古港カッターレース 7/19 水産課 

10 黒森さんまで一緒に歩きませんか？ 7/19 観光課 

11 SUP体験会 2026 in 浄土ヶ浜 7/25・7/26 観光課 

12 第 58回宮古夏まつり 7/25・7/26 観光課 

13 第 11回閉伊川鮎釣り選手権 7/26 新里総合事務所 

14 「海の日」記念式典の開催 7/28 水産課 

15 夏の市民交流まつり 8/1 地域づくり推進課 

16 令和８年度宮古市認知症市民講座 8/2 介護保険課 

17 「本州最東端・宮古の海」大仙市民招待事業 8/8・8/9 交流推進課 

18 第 32回宮古港ボート天国 8/9 水産課 

19 「大曲の花火」宮古市民招待事業 8/29 交流推進課 

20 【7/1～募集開始】閉伊川川下り大会 2026 9/6 新里総合事務所 

 







 





 

 





 資料_施策５ 

  

 官民連携モデリング事業を活用したインフラ管理課題への取組 

 

１ 官民連携モデリング事業の概要 

国土交通省が実施する「官民連携モデリング事業」は、自治体が抱える課題を、民間事

業者から提案された新たな官民連携手法により解決することを目指す取り組み 

 

２ 本市の課題 

・道路や橋梁等の老朽化が進行し、市民ニーズも多様化 

・災害が常態化・激甚化する一方で技術職員が減少 

 

３ 取り組みの経緯 

 ・令和７年４月 17日に復建調査設計株式会社と包括連携協定を締結 

・インフラ管理に関する課題整理を共同で実施 

・その中で、同社から提案された『フェーズフリー型インフラ管理体制の構築に向けた

包括的民間委託モデル』をもとに、官民連携モデリング事業へ共同提案を実施 

 

 

 

 

 

・令和８年度は全国 36件の応募のうち 10件が採択され、本市の提案が選定 

 

４ 事業スケジュール(案) 

・令和８年度：ＤＸ技術再構築、導入可能性調査、セミナー開催 

・令和９年度：試行的な運用 

・令和 10年度：試行的な運用に係る効果分析、導入準備 

・令和 11年度：本格実施 

 

５ 問い合わせ 

  市都市整備部建設課維持係（☎ 68-9106） 

【提案内容】 

・平常時と災害時を一体的に対応できる（フェーズフリー型）管理手法の検討 

・地域事業者と連携した道路・橋梁等の維持管理体制の構築 

・デジタル技術を活用した情報管理の一元化 

 





















 

 

海上自衛隊護衛艦「むらさめ」、海上保安庁巡視船「きたかみ」 

の入港 

 

趣旨・ 

目的 

海上自衛隊護衛艦「むらさめ」、海上保安庁巡視船「きたかみ」が、藤原ふ

頭に入港・停泊する。停泊期間中、船内の一般公開及び関連行事を実施。 

日 時 ７月 17日（金)～７月 21日（火)  

場 所 宮古市藤原ふ頭 Ｆ-８、Ｆ-９バース 

内 容 
入 港：７月 17日(金)午後１時頃 

歓迎式：７月 18日(土)午前 10時 30分～11時 00分 

出 港：７月 21日(火)午前９時頃 

 

■一般公開（最終乗船午後３時３０分） 

７月 18日(土)午前 11時～午後４時 一般公開「むらさめ」 

一般公開「きたかみ」 

７月 19日(日)午前 11時～午後４時 一般公開「むらさめ」 

７月 20日(月)午前 11時～午後４時 一般公開「むらさめ」 

■関連行事 

〇航空自衛隊Ｆ２戦闘機飛行展示 

 ７月 18日（土）午前 10時 30分頃 

（場所：藤原埠頭および宮古湾の上空） 

〇陸上自衛隊車両展示 

  ７月 18日（土）～20日（月・祝）午前 10時～午後３時 30分 

 〇キッチンカー出店・グッズ販売 

  ７月 17日（金）午後１時～午後４時 

７月 18日（土）～20日（月・祝）午前 10時～午後 4時 

問い合せ 
市危機管理課 防災係（☎68-9111） 

自衛隊岩手地方協力本部 宮古地域事務所（☎63-3881） 

 

資料_催事７ 

  

 



 

海上自衛隊護衛艦「むらさめ」 

 

  

 

 

 

 

 

 

海上保安庁巡視船「きたかみ」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】過去の入港実績  

平成 23年 ７月 護衛艦「やまゆき」       （来場者 4,348人） 

平成 25年 ７月 護衛艦「まきなみ」「すずなみ」  （来場者 6,341人） 

平成 26年 ８月 潜水艦「うずしお」         （来場者 4,246人） 

平成 27年 ７月 掃海艇「えのしま」、「ちちじま」 （来場者 1,612人） 

同   ９月 多用途支援艦「えんしゅう」     （来場者  741人） 

同   １１月 試験艦「あすか」          （来場者 2,118人） 

平成 28年 ９月 水中処分母船「ＹＤＴ２号」     （来場者   430人） 

平成 29年 ９月 多用途支援艦「すおう」      （来場者 1,020人） 

平成 30年 ７月 護衛艦「うみぎり」「とね」     （来場者 3,329人） 

令和 元年 ８月 掃海管制艇「ながしま」      （来場者 1,162人） 

令和 ４年 ８月 護衛艦「まきなみ」        （来場者 1,520人） 

令和 ５年 ７月 訓練支援艦「くろべ」        （来場者 3.301人） 

令和 ６年 ７月 護衛艦「すずなみ」        （来場者 4,520人） 

令和 ７年 ７月 護衛艦「あさぎり」「せとぎり」  （来場者 10,048人） 

「むらさめ」概要 

【全長】151ｍ 

【全幅】17.4ｍ 

【基準排水量】4,550ｔ 

【乗員】約 170人 

 

「きたかみ」概要 

【全長】72ｍ 

【全幅】10ｍ 

【基準排水量】650ｔ 

【乗員】約 20人 













 

 

第11回閉伊川鮎釣り選手権 開催要項 

 

１ 日   時  令和８年７月26日（日） 

6:30 出場選手受付開始（オトリ鮎配布） 

          7:15 開会式･競技説明 

               7:30  競技開始 

              12:00 検量（開会式会場） 

             検量終了後 閉会式 

２ 会   場  〔開閉会式〕 高徳橋下 やな場前 

                （宮古市茂市 あびさぁべ下河川敷） 

         〔競技会場〕 閉伊川及び支流の刈屋川・小国川 

                ※閉伊川漁業協同組合の定める遊漁区域 

３ 主   催  閉伊川遊イング事業実行委員会 

４ 後   援  宮古市・閉伊川漁業協同組合・(株)新里産業開発公社 

５ 競 技 種 目  鮎の友釣り 

６ 参 加 資 格  年齢制限なし（ただし、未成年者については保護者の同意が必要） 

７ 参 加 料  3,000 円 

         (1) オトリ鮎代（２匹）、保険料を含みます。 

         (2) 一度申し込んだ参加料は、キャンセルや失格しても返却しません。 

         (3) 参加料に遊漁料は含まれておりません。 

         (4) 日釣り券（3,000円）は、当日会場内で販売します。 

８ 申 込 方 法  以下のいずれかの方法で申込 

         (1) 宮古市ホームページまたは以下のＱＲコードから申し込み 

           参加料は以下の振込先に振込または大会事務局に持参 

 

 

 

         (2) 申込用紙に必要事項を記入し、大会事務局に郵送または持参 

参加料は以下の振込先に振込または大会事務局に持参 

           〔振込先〕 ゆうちょ銀行 八三八 (普)2545717 

                 口座名義 閉伊川遊イング事業実行委員会 

                      （ﾍｲｶﾞﾜﾕｳｲﾝｸﾞｼﾞｷﾞｮｳｼﾞｯｺｳｲｲﾝｶｲ） 

９ 申 込 期 限  令和８年７月15日（水）（参加料の支払いも同日まで） 

10 申込書送付  〒028-2101 岩手県宮古市茂市2-112-1 

  問い合せ先  閉伊川遊イング事業実行委員会事務局（宮古市新里総合事務所地域づくり係） 

         TEL 0193-72-2111 FAX 0193-72-2116 
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夏の市民交流まつり 

 

 

趣旨・ 

目的 

まちなかの賑わいづくりを目的として、子供から大人まで楽しめる夏のイ

ベントを開催する。 

日時 ８月１日(土) 午前 10時～午後３時 

場所 宮古市市民交流センター 

内容 

 

【海のフォトフレームづくり】 

時間：10：00～12：00 

会場：創作スタジオ 

材料代：400円 

協力：陸中海岸青少年の家 

 

【おばけやしき】 

時間：10：00～12：00 

会場：多目的ホール 

 

【いきものさがしゲーム・森のつみき広場】 

時間：12：00～15：00 

会場：運動スタジオ 

協力：環境学習交流センター 

 

【おばけアニメ上映】  

時間：13：30～14：25 

会場：多目的ホール 

 

【その他】 

ふれあいカフェ「ミヤココ」臨時営業  

時間：10：30～15：00 

特記事項 平成 30年度から例年季節ごとに開催 

問い合せ 市地域づくり推進課 市民交流センター （☎63-4166） 

資料_催事 15 

  

 











第 32 回宮古港ボート天国 実施要領 

 

１ 開催趣旨  

海事思想の普及及び海洋レジャーの健全な育成と秩序ある発展を図ること

を目的として実施するもの。 

 

２ 日 時  令和８年８月９日（日） 午前９時～午後３時 

 

３ 会 場  リアスハーバー宮古及び周辺海域 

 

４ 主 催  宮古港ボート天国推進協議会 

 

５ 事務局  ＮＰＯ法人いわてマリンフィールド 

 

６ 役 員  

会 長 宮古市長 

副会長 岩手県小型船安全協会 ＮＰＯ法人いわてマリンフィールド 

監 事 大坂建設㈱ 岩手県セーリング連盟 

 

７ 会 員 

岩手県外洋帆走協会、岩手県小型船安全協会、岩手県セーリング連盟、ＮＰＯ

法人いわてマリンフィールド、大坂建設(株)、(財)海上保安協会宮古支部、（株）

佐賀組宮古営業所、三陸鉄道（株）、浄土ヶ浜観光船事業企業組合、(株)タカ

ヤ、東洋建設(株)宮古事務所、(株)本間組岩手営業所、宮古海釣団体連合会、

(一社)宮古観光文化交流協会、宮古漁業協同組合、宮古港海事振興会、宮古市、

宮古シーカヤック協会、 (一財)宮古市体育協会、宮古商工会議所、宮古プレ

ジャーボートクラブ、宮古友鱗会、 ヤマザキマリン（株）、陸中建設(株)、(社)

陸中宮古青年会議所（50 音順） 

 

８ 顧 問 

東北運輸局岩手運輸支局、東北地方整備局釜石港湾事務所、国立宮古海上技術

短期大学校、宮古海上保安署、沿岸広域振興局、宮古警察署 

 

９ 実施条件  

次の場合は中止とする。 ※大会当日の荒天時は実施本部で判断 

①風速８ｍ以上 ②波の高さ１ｍ以上 ③視程１ｋｍ以下 

④震度３以上の地震及び津波注意報・警報等発令時 

⑤ 宮古海上保安署からの中止要請 
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第 32 回ボート天国実施要項  令和８年８月９日（日） 

イベント項目 時間 主管団体 会場 

開会式 

キャプテン会議 

スタッフ会議 

9:00～9:15 

9:20～9:30 
事務局 リアスハーバー宮古 

宮古海上保安署

巡視艇はつかぜ 

体験乗船    

10:00～12:00 

13:00～15:00 

宮古海上保安署 リアスハーバー宮古 

モーターボート 

体験航海 

岩手県小型船安全協会 

ＮＰＯ法人 

いわてマリンフィールド 

リアスハーバー宮古 

前の海上 

クルーザーヨット  

体験航海   

岩手外洋帆走協会 

ＮＰＯ法人 

いわてマリンフィールド 

リアスハーバー宮古 

周辺海域 

水上オートバイ 

体験航海 
宮古市体育協会 

リアスハーバー宮古 

周辺海域 

カッター  

体験試乗 
ＪＷＣ 

リアスハーバー宮古 

周辺海域 

シーカヤック 

体験試乗 

宮古シーカヤック協会 

ＮＰＯ法人 

いわてマリンフィールド 

リアスハーバー宮古 

周辺海域 

スタンドアップ

パドルボード 

体験試乗 

ＮＰＯ法人 

いわてマリンフィールド 

リアスハーバー宮古 

周辺海域 

アクセスディンギー  

体験試乗 

ＮＰＯ法人 

いわてマリンフィールド 

リアスハーバー宮古 

周辺海域 

クラフト体験 
ＮＰＯ法人 

いわてマリンフィールド 
リアスハーバー宮古 

ミニプール遊び 
ＮＰＯ法人 

いわてマリンフィールド 
リアスハーバー宮古 

模擬店 10:00～15:00  リアスハーバー宮古 

閉会式  15:30～ 事務局 リアスハーバー宮古 

 







【7/1～募集開始】閉伊川川下り大会2026  

 

○ 日    時  令和８年９月６日（日） 午前７時30分～午後２時 

           7:30～ 8:15  出場選手受付（時間厳守） 

           8:30～ 9:00  開会式 

           9:00～10:00  移動 

           10:00～     一般の部スタート 

           11:00～     団体の部スタート 

           13:30～     閉会式 

           ※一般の部、団体の部とも一回の発艇組数を25組ずつとし、15分おきにスタートし

ます。参加者数によって、発艇組数や午前10時以降の日程が変動します。 

○ 会 場  競技コース 閉伊川「腹帯橋付近～湯ったり館下」約5.5㎞ 

                    ▶ 受付は、湯ったり館下の河川敷です。 

 

○ 主 催  閉伊川遊イング事業実行委員会 

○ 後 援  宮古市・閉伊川漁業協同組合・㈱新里産業開発公社・宮古商工会議所 

                   新岩手農業協同組合宮古支所・新里アマチュア無線クラブ 

○ 競 技 種 目   一般の部、団体の部 

○ 参加資格等  １．高校生以上で自分自身の安全を確保できる健康な方。（18歳未満は保護者の同意

が必要です。） 

          ２．病弱、泳げない方、心臓などに障害がある方は出場をご遠慮ください。 

          ３．ゴムボート、オール、ライフジャケット及びヘルメット等は、参加者が準備して

ください。 

○ 参 加 料  ■ 一般の部  8,000円 

           ■ 団体の部  24,000円 

          ▶ 参加料は、台風や大雨による河川の増水等、実行委員会が中止することを決定した

場合のみ、準備経費を差し引いて返金します。 

○ 参 加 申 込  以下のいずれかの方法で申込してください。 

          １．宮古市ホームページまたは以下のＱＲコードから申し込み 

参加料は以下の振込先に振込、大会事務局に持参、または郵送（現金書留、定 

額小為替） 

（一般の部）     （団体の部）     （レンタル） 

 

 

 

          ２．申込用紙（コピー可）に必要事項を記入し、大会事務局に郵送または持参 

            参加料は以下の振込先に振込、大会事務局に持参、または郵送（現金書留、定 

額小為替） 
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          ※１ 振込手数料は参加者の負担となります。 

          ※２ 持参する場合の受付時間は、土日祝祭日を除く午前9時から午後4時までとしま

す。 

〔 振込先 〕 ゆうちょ銀行 八三八 

       口座名義 閉伊川遊イング事業実行委員会 

       口座番号 普通貯金 2545717 

 

○ 申 込 期 間  令和８年７月１日（水）午前９時から８月14日(金)午後４時まで 

          ※１ 参加料をお振込みされる場合の期限も同上です。期限を過ぎた振込みは無効 

とします。 

          ※２ キャンセルの場合は必ず事務局までご連絡願います。参加料は、振込手数料 

を差し引いて返金いたします。なお、８月15日以降にキャンセルした場合の 

参加料は返金いたしかねます。 

 

○ ゴムボート等  ご希望の方にゴムボート等を有料でレンタルします。参加申込時に別途お申し込みく

ださい。 

          ■レンタル料 

           ▶ ボート１艇（パドル２本セット）  10,000円 先着10艇 

           ▶ ヘルメット １個           500円 

           ▶ ライフジャケット １着        500円 

          ※１ ゴムボートは一般の部、団体の部合わせて10艇（先着順）です。 

          ※２ 複数チームをまとめての申込はできません。チームごとにお申込ください。 

          ※３ レンタル料は参加料と一緒にお支払いください。入金確認後、正式受付とな 

ります。なお、申込のキャンセルや大会が中止となった場合のレンタル料金 

は全額返金いたします。 

          ※４ ヘルメット及びライフジャケットは数に限りがあります。申込が多数の場合、 

団体の部においてチーム全員分を用意できない場合があります。 

          ※５ 申込者の故意、過失によりレンタル品を紛失、破損等した場合は、その再購 

入代金または修理代金の実費を申込者に負担いただきます。 

○ 個人情報の  参加者の個人情報は主催者が管理し、大会資料・リザルトへの掲載や大会運営上の 

  利 用 目 的  のお知らせ並びに次回大会の案内の際に利用します。 

          また、大会の紹介を目的として、競技の様子等を広報やホームページ、テレビ、新聞、

雑誌等へ掲載する場合があります。 

○ 著 作 権  本大会の映像、写真、記事等の著作権は主催者に帰属するものとします。 

○ 申込送付先  〒028-2101 岩手県宮古市茂市2-112-1 

  問い合わせ先  閉伊川遊イング事業実行委員会事務局（宮古市新里総合事務所内） 

                   TEL 0193-72-2111   FAX 0193-72-2116 

          URL  https://www.city.miyako.iwate.jp 

          E-mail niisato-shisho＠city.miyako.iwate.jp 


